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万民ニュース 

The enjoyment 
皆さんの生活に The enjoyment(楽しみ)をプラスしましょう。万民ニュースへようこそ。 

№85 

２０１2．8． 5 日号 

発行元 

飯田万民教会 

企画編集部 

電話 56-8286 

７月１６日（月・祝）、当日は晴天に恵まれ、時折涼しく優しい風が通りぬける良い日、 

遠山にある「万民祈りの家 オープン１周年」を記念して、各宣教会合同の山の祈り会 

が行われました。柳 承吉牧師先生の導きにより、感動の賛美、悔い改めの祈り、また 

宣教会ごとに手をつなぎ熱く祈った愛の祈りによって更に皆の心が一つとなりました。 

祈り会の後、心から準備された食事会でも美味しく、楽しく、幸せな時間を過ごしまし 

た。この万民祈りの家は日本中のクリスチャンの方々に愛され、飢え渇いた魂に力を与 

える場所になるようにと願い建てられました。今後の働きのためにお祈りください。 
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「この世と調子を合わせてはいけません。 

いや、むしろ、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全で

あるのかをわきまえ知るために、心の一新によって自分を変えなさい。」（ローマ 12 章２節） 

 

 

前回は完全な善に至る過程を四段階に分けて、一、二段階について調べました。悪をもって悪

に報いるのではないが、気まずくなったり気に入らなくなったりするのを抑えて我慢する一段

階の善、心にどんな悪い感情もいだかない二段階の善を超えて、三、四段階の善の心になるた

めには、どうすればよいでしょうか？ 

 

1. 相手を感動させる三段階の善 

善の三段階は、悪を行なう相手にも善を行なって、むしろ感動を与えることができる善の次元

です。心に悪がないので、単に悪をもって対抗しない善の二段階が消極的な善の段階とすれば、

悪をもって対抗しないところにとどまるのではなく、むしろ善をもって悪に報いる善の三段階

は、積極的な善の段階と言えます。 

このような善の段階に入ってきた人は「全く聖なるものとされた」と言えます。神のことばに

「してはならない、避けなさい」とあるように、肉の性質を完全に捨てて、悪はどんな悪でも

避けただけでなく、「しなさい、守りなさい」というみことばも完全に臨んだ状態です。 

たとえば、<マタイ 5:39~42>に「しかし、わたしはあなたがたに言います。悪い者に手向かっ

てはいけません。あなたの右の頬を打つような者には、左の頬も向けなさい。あなたを告訴し

て下着を取ろうとする者には、上着もやりなさい。あなたに一ミリオン行けと強いるような者

とは、いっしょに二ミリオン行きなさい。求める者には与え、借りようとする者は断わらない

ようにしなさい。」とあります。このようなみことばを心の底から自然に行なえる人なら、善

の三段階に入ってきたのです。 

自分の損益を先に計算しないし、善を行なうためには自分の犠牲も気にしません。また、自分

に敵のように対する人がいても、「どうすればその人の心を溶かして平和を保とうか」だけを

考えるのです。善の深い段階に入るほど、現実では自分を犠牲にすることもありますが、心が

善に満ちている人は善を行なうこと自体がうれしくて楽しいので、つらく思いません。 

重要なことは、霊的には罪がないことが力であるので、悪を捨てて善の心に変えられたほど、

霊的な光も強く現れることです。善の二段階にだけ入っても、霊的な光のため敵である悪魔・

サタンが働けないので、試練や患難や迫害が退いて、試練がやって来ても善をもって通り抜け

て、かえって祝福されるようになります。 

まして善の三段階に入るなら、悪い者が触れることができないだけでなく、敵である悪魔・サ 

 

「聖書の学びより」 
 

「善の段階 ( 2) 」 
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タンの策略を打ち砕けます。たとえば、悪を行なう相手の心が善なる言葉と行ないに感動して、 

悪を悔い改めて立ち返るみわざが起こります。これは、善を行なう人の霊的な光があまりにも

強くて、相手に働く敵である悪魔・サタンが退いて、その相手の心に残っている小さい善にま

でその光が届いたから起こることです。したがって、善とは、単に心が良いから負けてあげて、

すべてを渡す弱いものではなく、敵である悪魔・サタンを退けて、その策略も打ち砕いてしま

う大きい威力を持っているのです。 

ダニエルの場合、不当にも陰謀にはまって獅子の穴に投げ込まれましたが、陰謀を企てた人々

に対して少しも悔しい気持ちもなく、恨みもしませんでした。王が自分の命を助けてくれなか

ったからといって、むなしく思わなかったし、神が働かれて獅子の穴から生きて帰った時も、

ただこの上ない仕えの言葉で王に告白します。「王さま。永遠に生きられますように。私の神

は御使いを送り、獅子の口をふさいでくださったので、獅子は私に何の害も加えませんでした。

それは私に罪のないことが神の前に認められたからです。王よ。私はあなたにも、何も悪いこ

とをしていません。」と言ったのです(ダニエル 6:21～22)。 

このように善なる言葉を聞くと、どれほど王の心の琴線に触れたでしょうか。王はダニエルに

害を及ぼそうとした人々に直ちに罰を与え、ダニエルを輝かせただけでなく、全国にダニエル

の神を尊重するように命令しました。ダニエルのように相手を感動させる三段階の善に至れば、

神がいつもともに歩まれ、何でも心にいだいたとおり答えてくださいます。 

ところで、これよりさらに高い次元の善があります。ダニエルも三段階の善にとどまったので

はなく、最も高い次元の善の心になって、新しいエルサレムでも尊い座に至りました。もし「私

はまだ悪も完全に捨てていないのに、いつ善の二段階を過ぎて、三段階に至るだろうか」と思

う方がいるでしょうか？ 神は「善を行なうのに飽いてはいけません。失望せずにいれば、時

期が来て、刈り取ることになります。」(ガラテヤ 6:9)と言われたので、まだ悪を完全に捨てて

いなかったとしても、熱心に善を行なおうと努力するなら、すみやかに捨てることができます。

もちろん心自体が善に変えられて善なる言葉と行ないが出てくるのとは違いますが、神を愛す

るので最善を尽くして善を積んでいくなら、善の行ないが出てくるようになります。私たちが

善をもって思い、善をもって話し、善を行なおうと努力すれば、その分、悪を捨てられます。 

このように悪を捨てて善を行ない、悪を完全に捨て去ったら、その時がついに善の二段階です。

ですから、善の二段階でも、時によって相手に感動を与える善の言葉や行ないが出てくること

もあります。時には相手に真っ向から対抗しない程度で終わる場合もあり、ある場合は悪を行

なう相手の心を安らかにする善の言葉を口に出したりもします。一歩進んで、相手の心に感動

が与えられる善なる仕えの行ないが出てくることもあります。 

ところが、善の三段階ではこのような善なる言葉と行ないがいつも出てくるのです。ですから、

「私は相手が悪を行なっても全然気を悪くしないで、むしろ善の言葉を口にしたので、善の三

段階だろう」と言えるのではありません。どんな状況でも、どんな相手にも、いつも気を悪く

しないで相手に善を行なったのかを顧みなければならないのです。 

 

2. いのちをも惜しまず与える四段階の善 

最も次元の高い四段階の善は、悪を行なう相手のためにいのちをも惜しまずに与えられる善の 
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次元です。それは、罪人のためにひとり子イエス様をなだめの供え物として渡してくださった 

神の善の次元であり、正しい人や情け深い人だけのためではなく、罪人のためにご自身のいの

ちを与えてくださった私たちの主イエス様の善の次元です。 

イエス様は罪人が受けるべき死という呪いを贖うために、木にかけられただけでなく、傷のな

い尊い血を注ぎ出されたことによって、罪人のすべての罪をただ一度で贖ってくださいました。

まことに神の愛と恵みを悟り、神が望まれるまことの子ども、すなわち、キリスト・イエスの

心構えでいて、神をこの上なく愛し、神に喜ばれる完全な御霊の子どもになることを願われた

からです。 

聖書には、悪を行なう相手のために、イエス様のようにいのちも惜しまずに与えられる四段階

の善に至った方々がいます。 

<出エジプト 32:32>には、神のことばに逆らって不従順を繰り返すイスラエルの民のために、

預言者モーセが神に切に祈る内容があります。「今、もし、彼らの罪をお赦しくだされるもの

なら──。しかし、もしも、かないませんなら、どうか、あなたがお書きになったあなたの書

物から、私の名を消し去ってください。」エジプトから連れ出すために神がお立てになった指

導者モーセは、イスラエルの民に、葦の海を乾いた地のように歩いて渡るなど、多くの驚くべ

き神の力を体験させました。それでも民はいつもつぶやいて、モーセを恨み、はなはだしくは

石で打とうとまでしました。このような民なのに、自分のいのちと引き換えに、彼らの罪を赦

してくださいと神に祈ったのです。 

<ローマ 9:3>を見れば、新約時代の使徒パウロも、モーセのような心で祈りました。 

「もしできることなら、私の同胞、肉による同国人のために、この私がキリストから引き離さ

れて、のろわれた者となることさえ願いたいのです。」とあります。 

ここで「私の同胞、肉による同国人」とは、ユダヤ人とパリサイ人のことで、彼らは当時、ひ

どく使徒パウロを迫害して妨げた人々です。はなはだしきは、ユダヤ人の中にパウロを殺す前

には飲み食いしないと誓いを立てた人たちもいました。このように自分を迫害して妨げる人で

あっても、使徒パウロは自分が救われないとしても、彼らは救われることを願う心で神に求め

たのです。 

アブラハムとエリヤ、エノクのような方も最高の善の次元に至りました。このような次元に至

れば、敵である悪魔・サタンが妨げないだけでなく、上から神の力も授けられて、神に大いに

栄光を帰すことができます。そして、将来、天国の最も美しい場所である新しいエルサレムに

とどまることはもちろん、神の御座のさらに近くにとどまり、とこしえに大きい栄華を味わう

ようになります。信仰によって美しい善を慕い、ただ神のことばに聞き従えば、すみやかに完

全な善の段階に入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

神様の御言葉に「アーメン！」と従順して、 

速やかに全き善の信仰に入りましょう！ 
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「聖書には、かつて使徒パウロという信仰のある人物
が身につけていた手ぬぐいや前かけをはずして病人
に当てると、病気や悪霊が出て行ったという記述があ
ります。 
この聖書のことばは今も李 載禄 牧師を通して証し
されています。牧師が祈ったハンカチを病人に当てて
祈ると、あらゆる病気がいやされ、悪霊は出て行き、
目の見えない者の目が開き、口のきけない者が話せる
ようになるなど、驚くべき権能の御わざが全世界で大
きく現わされています。「祈り」によって体が癒され、
心を縛る目に見えない力から解放されるという神の
力が、信じるあなたに現されます。」 

≪信仰の恵みの証し≫ 

いつもいやし聖会で恵みを受けて、喜びと感謝の信仰生活

をしています。祈って与えられた仕事も祝福され、収入も

安定してきました。また以前、子宮筋腫があると診断され

ましたが、いまはそれもいやされたと確信しています。 

わたしの全てを見ておられ、必要を満たしてくださる神様

に心から感謝いたします。 

１~２か月の間、左腕が痛く、とてもつらい思いをしま

したが、私は痛いのにもかかわらず自分で神様に求めも

せず、肉的な事ばかりを考え行なっていました。 

ある時、突然悔い改めの感動が心を満たし、涙で祈りま

した。すると全く腕の痛みがなくなり、自由に動かせる

ようになりました。悟るように導いて下さった神様に感

謝します。 

20 ₴8 29  ӫ♥ 7  
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Ｑ.1 「今回、伝道大会で個人賞を受賞されました。おめでとうございます。 

では受賞後の今の心境やご感想をお願いします。」 

（金田姉妹）「ありがとうございます。尊い賞をいただきまして感謝しています。 

       私が頂けるなんて何か申し訳ないとも思っております。」 

Ｑ.2 「伝道期間中に８名の方を伝道して教会に連れて来られたのですが、何か苦労した 

    ことはありましたか？」 

（金田姉妹）「いいえ。私はただ神様から受けた恵みに何とかご恩返しをしたいと思う気持ちで 

、知り合いの方にイエス様を伝えただけです。どなたも病気や問題を抱えているので私が 

『イエス様はすごい方なんですよ。私も癒されたし、問題が解決されたので、あなたにも是非

教会に来ていただきたいんです。』と伝えると、皆さん素直に来て下さって感謝しています。」 

Ｑ.3 「今後はどのような信仰生活をして行きたいと思っていますか？」 

（金田姉妹）「はい。今よりも更に頑張ってイエス様をお伝えしていきたいと思っています。 

 神様を伝えるためには神様の事を知らなくては駄目だと思いまして、今年の４月からはＭＩ 

 Ｓ万民国際神学校に入れて頂いて勉強をしています。初めは講義が難しくて一時はちょっと 

休もうかと思った時もありましたが、柳先生や皆さんに励まされて頑張っております。 

 Ｑ.4 「では最後に一言コメントをお願いします。」 

（金田姉妹）今現在も様々な体験をさせて頂いております。また家族の救いのために祈ってお 

りますが、何よりもうれしいのは最近主人が変えられてきて、私が教会に来ても文句も言わず 

に理解してくれるようになったことです。感謝しながら更に神様のために働いて参ります。 

すべての事を神様に感謝いたします。 

           

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原芙美奈姉妹 

 

先週７月２９日（日）の主日礼拝において、５月１３日（日）～７月１日（日）まで行われた

「宣教会対抗 伝道大会」の表彰式が行われ、今回、８名の方を伝道した金田静子姉妹が個人 

賞を受賞されました。期間中も金田姉妹は一度受けた神様の恵みを、変わらない心で多くの方

に伝え、心を尽くして伝道されました。その姿を見て多くの方が感動と力を受けたと思います。 

今回は金田姉妹に受賞の喜びと、伝道に対しての思いなどご本人に直接伺いました。 

読まれる皆様にとって恵みの時となります様に・・・ 

 

ありがとうございました。金田姉妹の伝道される姿を見習って、私たちも飯田万民教会の

リバイバルのために、魂の救いために伝道しましょう。 
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では続いて、実際に金田姉妹に 

伝道されて教会に来られた皆さ

んにお話を聞いてみました。 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 どんな小さなことでも大胆に証して、神様に栄光を捧げしましょう！ 

万民ニュース・万民マガジンでは、引き続き皆さんの恵みの証しをご紹介して 

まいります。（証しのある方は編集部 鈴木までお願いします。） 

≪伝道した皆さんと一緒に「はい。チーズ！」≫ 

 

～原 ヨキエ姉妹～ 

☆金田さんに教会に行こうと誘われましたが、始めは断っていました。 

しかし、あまりに熱心に誘ってくれたので一度くらいはと思って行きました。 

それ以来、主日礼拝、野外礼拝、いやし聖会、水曜日交わり会などに行くように 

なりました。先日は不注意で転んだ時、柳先生にお祈りをして頂き、痛みも全く
なくなり癒されました。神様の力を体験して感動しました。今後もできる限り、 

教会に行きたいと思っております。誘って下さった金田姉妹に感謝します。 

～堀内 一子姉妹～ 

☆金田姉妹に誘われて初めて教会という所に来ました。今まで見たことのない 

世界を見て感動しました。子どもたちの歌やダンスがとても素晴らしくて、いつ

も楽しみです。また先生の良いお話や皆さんの様々な体験談を聞いて恵まれてい 

ます。また教会で楽しい事があれば参加したいと思います。 

～田口美恵子姉妹～ 

☆金田さんに教会に行きましょうと誘われたとき、何の抵抗もなくすぐ来ること

ができました。教会はとても明るくて皆さんの笑顔が素晴らしいと思いました。 

先日はいやし聖会にも参加してお祈りを受けましたら、むくんでいて大変な状況

でしたがむくみが取れて楽になりました。今では教会に来るのが楽しみです。 

ありがとうございます。 
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Q)この前、熱心に信仰生活をしている友だちに会ったんですが、ショッキングな話を

聞きました。信仰にも「量り」っていうのがあるって。。。 

それで、信仰の量りに応じて、救いはもちろん神様の答えと祝福が違うし、 

永遠の天国の場所が違ってくると言うんです。本当に信仰にもいろいろあるんでしょ

うか？ 

1. 霊の信仰の成長過程にともなう信仰の量り 

<第一ヨハネ 2:12～14>には、霊の信仰の段階を人の成長過程にたとえて、子どもの信仰、小

さい者の信仰、若い者の信仰、父の信仰に分けています。 

「子どもの信仰」とは、イエス・キリストを受け入れたばかりの人々の信仰のことを言います

(第一ヨハネ 2:12)。つまり、聖霊を賜物として受けて、神の子どもとされた特権を受けた人々

の信仰です。 

「小さい者の信仰」とは、初心の者の信仰を意味します(第一ヨハネ 2:14)。教会に出席して、

神のことばを学んで恵みを体験するが、まだみことばどおり完全に生きられない信仰です。 

エネルギーあふれる青年期にはどんな事でも意欲的にやり抜くように、「若い者の信仰」の人々

はみことばどおり守り行うことが多く、どんな試練や患難がやって来ても屈せず、敵である悪

魔・サタンと戦っていつも打ち勝ちます(第一ヨハネ 2:13)。 

「父の信仰」とは、成熟した信仰の段階です(第一ヨハネ 2:13)。聖書 66 巻に記された神のこ

とばを悟り、火のように祈ることで主の心に似せられていくだけでなく、父のような心で聖徒

たちを顧みられる信仰です。 

 

2. 白い御座の大審判の時に量られる信仰 

<エゼキエル 47:3～5>では、ある人が手に測りなわを持って、聖殿から流れ出た水が人のから

だに達する高さを測って、水を渡らせます。ここで「水」とは、霊的に神のことばを意味し、

将来白い御座の大審判の時、主が各人の信仰を量って、それに応じた厳格なさばきをするとい

う意味です。 

「その人は手に測りなわを持って東へ出て行き、一千キュビトを測り、私にその水を渡らせる

と、それは足首まであった。彼がさらに一千キュビトを測り、私にその水を渡らせると、水は

ひざに達した。彼がさらに一千キュビトを測り、私を渡らせると、水は腰に達した。彼がさら

に一千キュビトを測ると、渡ることのできない川となった。水かさは増し、泳げるほどの水と

なり、渡ることのできない川となった。」 

足首まで水があったということは、子どもたちの信仰、すなわち信仰の一段階のことを言いま 

す。ひざに達したということは、小さい者の信仰、すなわち信仰の二段階を、腰に達したとい 

 

 

【万民フォーカス】 

信仰にも「量り」ってあるんですか？  

自分の信仰の現住所を知りたいです 
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うことは、若い者の信仰、すなわち信仰の三段階を表します。自分の身長を越えるほど水かさ

が増し、渡ることのできない川となったということは、父の信仰、すなわち信仰の四、五段階

を意味します。 

 

 3. 各人の働きを火でためして量られる信仰 

<第一コリント 3:12～13>に「もし、だれかがこの土台の上に、金、銀、宝石、木、草、わら

などで建てるなら、各人の働きは明瞭になります。その日がそれを明らかにするのです。とい

うのは、その日は火とともに現れ、この火がその力で各人の働きの真価をためすからです。」

とあります。ここで「土台」とはイエス・キリストを意味し、「働き」とは苦労して積み上げ

たもの、すなわち、人の信仰と行いを表します。 

乾いていて中が空っぽの「わらの信仰」は、使い道がなく、あっという間に火に焼けてしまう

死んだ信仰、すなわち、救われない肉の信仰を意味します。「草の信仰」は、イエス・キリス

トを受け入れて罪が赦されて救われ、神の子どもとされた信仰の一段階を表し、「木の信仰」

は、みことばを行うために努力する信仰の二段階を表します。 

火の中で形は変わるが、変わった形でも残っている「宝石の信仰」は、みことばどおり行える

信仰の三段階のことを言います。金には劣るが火に焼けない「銀の信仰」は、神を条件をつけ

ずに愛し、神を第一に愛する信仰、すなわち、たましいに幸いを得ているようにすべての点で

も幸いを得、また健康である信仰の四段階を意味します。 

「金の信仰」は、火のような試練にも全く揺るがない信仰の五段階、すなわち、神に喜ばれる

信仰であり、御霊の実を 100 パーセント結んだ信仰、全家を通じて忠実である信仰を表します。

このように「全き信仰」を持って火のような祈りを積めば、イエス様が「信じる人々には次の

ようなしるしが伴います。」と言われたとおり、しるしが現れて(マルコ 16:17-18)、多くの魂

を救って神に大いに栄光を帰せます。 

<マタイ 11:12>に「バプテスマのヨハネの日以来今日まで、天の御国は激しく攻められていま

す。そして、激しく攻める者たちがそれを奪い取っています。」とあります。これは、罪を戦

って捨てるほど、罪を犯させる敵である悪魔・サタンとの戦いで勝利するようになって、真理

を行うほど主の心に似せられて、天国のよりすばらしい場所に入れることを意味しています。

それで、完全に天国を攻めれば、神の御座がある最も美しい天国、新しいエルサレムにも入れ

ます。 

信仰の一段階の人は天国の最も低い場所であるパラダイスに、信仰の二段階は一天層に、信仰

の三段階は二天層に、そして罪を捨てて聖められた信仰の四段階は三天層に、最後に信仰の五

段階の人は神に喜ばれたので、新しいエルサレムに入るようになります。 

(『信仰の量り』参照) 
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～みち・しんり・いのち～ 
 

①イエスさまは、道です。 

イエスさまを信じると、父なる神さまのもとへ 

いくことができます 

②イエスさまは、真理です. 

イエスさまは、けっして私たちにウソを

ついたり、だましたりしない真実なかた

です。 

③イエスさまを信じると、父なる神さまの

いる天国へ行きます。 

イエスさまは、いのちなのです。 

④イエスさまは、父なる神さまと私たちを 

  合わせてくれた大切なかたです。 

心から感謝しましょう。 

皆さんも、もしつらい時や悲しい時には、道であり、真理であり、いのちである 

イエス様にお祈りして、ちからをいただきましょう。必ずすべてが解決されます。                       
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  主日礼拝 

毎週日曜日 

11:00～13:30 

 

 

             
 
š ȭȢȸŢ 

  Ƽɦɍɋǵ  14 6 ƽș ȚǮȭȢȸǲ ǏȏǍƳ   

    

          

    

 

   

                      

          

 

こたえ ①           ②            ③            

 

    ④            ⑤            ⑥            

 

＊正解者の中から抽選で 2 名の方にプレゼントを差し上げます。どしどし応募してください。

締切 2012 年 8 月 26 日(日)、発表は次号で。できたら編集部までお願いします。 

今月の当選者は、升本れなさん、仲野貴子姉妹でした。    

おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

  

教会をおたずねください。新しい生活が待っています。 

教会学校 

毎週日曜日 

10:00～10:45 

学生会 

毎週日曜日 

13:30～14:30 

夕方礼拝 

毎週日曜日 

15:00～17:00 

E-mail  imc@s9.dion.nｅ.jp 

http://iidamanmin.to.cx 

発 行         

395-0807 3883 4    

電話 0265(56)8286   FAX0265(56)8287 


